



























して、6 ～ 7 歳は理由があってもいけないと答える割合が高いのに対し、10歳から11歳ごろに、他者
の福祉や自己防衛を理由にした場合、逸脱への許容が高まることを示した。
森川・鈴木（2006）、森川（2007）の研究では、最も低い対象年齢が 6 歳であり、6 歳児は理由が
























2Z年は、筆者の勤務先が変更し、また 3 歳児クラスの幼児への調査実施ができなかったが、3 歳児ク
ラスの 2X年、2Y年の回答合計数が他の学年の 3 年度分の回答数と照合し、半数以下とならなかった
ため、そのことに配慮しつつ分析対象として扱うことのできる回答数が得られたと判断した。
Table1　調査対象の概要
























2X年度：2 月28日～ 3 月13日
2Y年度：2 月22日～ 3 月 8 日















































































判断　　　　　　　クラス 3 歳児（n＝41） 4 歳児（n＝69） 5 歳児（n＝73）
OK
理由あり 0 4（5.8） 3（4.1）
理由なし 4（9.8） 8（11.6） 8（11）
NG
理由あり 7（17.1） 36（52.2） 50（68.5）
理由なし 19（46.3） 17（24.6） 9（12.3）
無回答・わからない 11（26.8） 4（5.8） 3（4.1）





























































判断　　　　　　　クラス 3 歳児（n＝41） 4 歳児（n＝69） 5 歳児（n＝73）
OK
理由あり 0 1（1.4） 1（1.4）
理由なし 10（24.4） 4（5.8） 1（1.4）
NG
理由あり 7（17.1） 25（36.2） 55（75.3）
理由なし 18（43.9） 33（47.8） 14（19.2）
無回答・わからない 6（14.6） 6（8.7） 2（2.7）
Table3 に示す結果をみると、3 歳児クラスでは「絶対にいけない」という回答が最も多く、6 割を
超えた。
また、「仕方ない時もある」と答えた幼児は 2 割を超えたが、全員理由は述べなかった。
4 歳児クラスでは、「絶対にいけない」と判断する幼児が全体の 8 割を超えた。しかし、「絶対にい
けない」と判断した理由についてみると、理由を答えない幼児の方が多かった。「仕方ない時もあ
る」と答えた幼児は 5 人おり、そのうちの 1 人のみ理由を述べた。
5 歳児クラスでは、4 歳児クラスと比較し、「無回答・わからない」「仕方がない場合もある」と答
えた幼児が減少した。また、「絶対にいけない」と答えたうち、その理由を述べる幼児が増加する結
















































判断　　　　　　　クラス 3 歳児（n＝41） 4 歳児（n＝69） 5 歳児（n＝73）
OK
理由あり 0 3（4.3） 6（8.2）
理由なし 14（34.1） 10（14.5） 3（4.1）
NG 理由あり 5（12.2） 21（30.4） 49（67.1）
理由なし 15（36.6） 32（46.4） 13（17.8）
無回答・わからない 7（17.1） 3（4.3） 2（2.7）
Table4 示す結果を見ると、3 歳児クラスでは「笑う」ことはいけない、という判断を示す幼児が
全体の約半数となった。しかしその理由は答えない幼児の方が多かった。「笑うのは仕方がない」と

















































































































一方、「仕方ない時もある」と答えた幼児の割合は、3 歳児クラスでは 3 割を超え、4 歳児クラス
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